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白
井
さ
ん
：
日
本
の
教
育
全
体
の
問

題
で
し
ょ
う
が
、
日
本
は
政
治
的
に

世
界
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
。

敗
戦
国
で
あ
る
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ

を
戦
後
の
あ
る
時
期
調
子
が
よ
く

い
っ
た
た
め
に
忘
れ
ら
れ
て
い
く
と

い
う
、
そ
れ
が
社
会
先
人
の
す
べ
て

の
大
き
な
ゆ
が
み
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
尊
敬
さ
れ
る
国
は
筋
が
通
っ
て

い
る
こ
と
だ
。
筋
を
通
せ
な
く
な
る

こ
と
は
国
際
政
治
で
は
い
く
ら
で
も

あ
る
こ
と
だ
が
、
最
悪
だ
と
思
う
の

は
、
自
分
と
い
う
も
の
が
な
い
こ
と
。

国
民
も
自
分
の
人
生
を
ま
と
も
に
生

き
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
２
０
１

９
年
に
実
施
し
た
若
者
た
ち
の
意
識

調
査
で
、
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

メ
リ
カ
、
中
国
、
韓
国
な
ど
で
、・

社
会
意
識
で
・
自
分
は
社
会
の
一
員

で
あ
る
・
社
会
に
お
い
て
変
え
た
い

こ
と
が
あ
る
・
そ
の
課
題
に
つ
い
て

身
の
回
り
の
人
と
は
な
し
て
い
る
、

と
か
社
会
的
な
こ
と
に
ど
れ
だ
け
関

わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
す
べ
て
の
項
目
で

日
本
は
ビ
リ
で
す
。

　

全
国
各
地
に
あ
る
「
九
条
の
会
」

が
さ
れ
て
き
た
活
動
は
、
非
常
に
重

要
だ
っ
た
。
継
続
は
力
な
り
と
い
う

こ
と
で
２
０
年
近
く
続
け
て
こ
ら
れ

た
こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
う
。
ど
う
や
っ
て
世
代
を
越
え

て
伝
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

白井 聡さん 対談

き込んではいけない、という人たちの気持ちも含めて、一部
思いのあるメディアやそこに関わる有識者、それから今日こ
この会場に来ているみなさんですね。おそらく不安な気持ち
をたくさん抱えている方がいると思います。みなさんのよう
な思いをきっちりと束ねて、政治を変えていく。戦争が来る
んだ！という恐怖の先に何が生まれるのか、それはウクライナ
や今のガザの状況をみれば明らかだと思います。世の中を変え
ていくために一番私たちマスメディアの責任が問われているん
じゃないかと思います。

白井／本当に不安になる話がいっぱいありますね。いま日本が
置かれている対外関係において、やってはいけないこと、それ
はアメリカにそそのかされて中国と戦争をやるということに他
なりません。中国がどういう出方をしてくるのか、というとこ
ろはすごく難しいわけです。彼らは何を考えているのか、本当
の意図を探るパイプすらも今は失われてきている。かつては自
民党の中にも中国派みたいな人たちがいていろんなパイプとい
うのはあったわけですが、今やそういったパイプを使っただけ
で、国内に嫌中が広がった結果、媚中派だ、親中派だ、そういっ
た噂が飛び交ってみんなそれを躊躇する状態になっています。
だから、相手の腹を探るということがどんどんできなくなって
きている。だから非常に危険な状況に一歩ずつ進んでいるなと
思わざるをえないですね。

望月／じゃあ、どうすればいいかって話ですよね。例えば小渕
優子さんは、日中議連の事務局長をやっているそうです。嫌中
が進んでいる空気を変えていきたいと、超党派議連の中でまと
まって、かつては団体で中国を訪中するということをよくやっ
ていました。そういうことを今やりたいと思っても、党内の嫌
中感情がすごくて、とても訪中できる状態じゃない、というこ
とを言っていました。
　何が大切なのか。やっぱりここは私たち市民レベルで、身近
にいる人たちでいいと思うんですが、中国の方とか、他の国の
方と話をし、理解をし、彼、彼女の出身である国々とどう私た
ちは理解をしあい、同じ人と人として繋がっていくべきか、と
いうことを私たち市民レベル、それからメディアレベルでやり

続けるしかないのかなと思っています。
　以前に中国大使館の方とお話しした時に、「外交において戦
争というのは最大の失敗だ」と。なぜ同じようなことを私たち
は理解できあえないのでしょうか、ということを言っていまし
た。私は今この国の世論が、一部メディアが煽ることによって
嫌中が吹き荒れている状況をとにかく変えていかなきゃいけな
いと思っています。
　今日私たち 2人の話を聞いていると、アメリカってとんでも
ない国だと感じる人もいると思います。とんでもない一方で、
アメリカがすごいのは逆バネの力っていうのが常に働いている
こと。つまりいろんなものをちらつけさせながら、戦争を起こ
さないための外交努力、対話のルートというものを作っている、
こういうアメリカのしたたかさというのも、日本は身につけな
ければいけない。今日いるみなさんにも嫌中が吹き荒れてて、
なんとなく怖いなと感じている方もいるかもしれないですが、
そこから変えていく、ということを話していきたい。嫌中感情
が吹き荒れる先には何もいいことは起きないんだ、ということ
を伝え続けたいな、と思っています。

白井／敗戦以降、日本人はアメリカと一心同体という妄想を持つ
ことで、先進国なんだ、白人世界の仲間なんだというふうにやっ
てきた。中国人や韓国人とは俺たちは違うんだ！と言ってイキっ
ている。それは非常に見苦しい存在でしかなくなってきているわ
けです。私は本当に危険なのはこのことだと思うんです。
　これほどまでに、言って見れば「自律した国で自律した人間
であろうとすること」、そのことからひたすら逃れ続けるとい
う、そういう生き方をしている人々。これはやはり情けない、
恥ずべきことだと思います。我々はやはり尊敬に値する仕方で、
この世界の中でいなければならない。そのことこそが私たちの
命を最終的には守っていくということになるんだ、というのが
私の考えです。

白井　聡さん（政治学者）
思想史家、政治学者。現在、京都精華大学
国際文化学部准教授。『永続敗戦論ー戦後日
本の核心ー』（石橋湛山賞、角川財団学芸賞

受賞）、『国体論ー菊と星条旗ー』、「武器と
しての「資本論」』『日本解体論』（望月 衣塑
子との共著）、近著に『日本の正体』他、多数。

講演会を終え、
懇親会でのお話
で伝えたいこと


